


発掘調査速報


装身具を身に付けた男性人骨

布吉南貝塚は、千葉市緑区役所近くの台地上にあ

ります。ここは、縄文時代中期後半(約� 4500年前)
品と

の大きなムラの跡です。 直径約� 100mの馬蹄形の貝
たてあなじ 町うじ 主

塚が見つかり、その周辺に、竪穴住居や貯蔵間の穴

がたくさんあったことがわかりました D

司王成10年度にその一部を調査したところ、埋葬さ

れた人骨が、ほぼ完全な状態で発見されました� 頭O

は北西を向き、土器がかぶせられていらうえに、手

足は写真のように折り曲げられていました。これら

昭和の初めころまで、機織りは農家などで時

折り見られる光景でした。また、糸を紡いだり、

機織りをすることは人々にとって身近で、重要

な仕事でした。

機を使って布を織るようになったのは弥生時

代からと考えられています。機は木製のため、

遺跡からはほとんど見っかりませんが、糸を紡

ぐときに使われる紡錘車は竪穴住居跡などから

見つかっています。

布を織るためには太さのそろった、しっかり

した糸が必要です。室町時代(1� 6t吐紀以降)に

縞た議l蓄が盛んになるまでは、カラムシ(苧麻)

という植物が絹と並んで糸の主な原料で、した。

カラムシの皮から繊維
せん い

をとり、長くつないで糸

にしますが、そのままでは弱いので、ねじって

操りをかけます。紡錘車はこの作業に使われま� 
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は、「饗被葬」及び「屈葬」と呼ばれ、縄文時代に

見られる埋葬の仕方です。

この人骨は男性で、縄文時代の成人男性の平均身

長(約157cm) と比べて、かなり背が高かったよう

ですO

男性の腰の辺り
あた

からは、イルカの下顎の骨
あご

'で、作っ

た装身具 (表紙写真)が出土しました これには、O

品と

非常に細かい文様が施されており、赤く塗
ぬ

った痕も

一部残っていました。

左手の近くでは、イモガイ(巻貝の一種)の貝殻

を輪切りにし、小さな穴をあけて作った装身具も見

っかりました。

ここで紹介したような装身具が見つかることは大

変珍しく、 当時でも貴重な宝物だったことでしょう 。

その宝物を身に付けていたこの男性は、狩りのリー

ダーや村長のような重要な立場の人だったのかもし

れません。ムラ人たちは、中心人物を亡くした悲し

イモガイ製の装身具

ていちょう {まうむ

みに耐えながら、丁重に葬ったのでしょう� O

したc

えん� :fんがた

円盤形をした紡錘車の中心に輸を差し込み、

端に撚りのかかっていない繊維を掛けます。端

を持ってぶら下げ、繊維がぴんと張った状態で

紡錘車を回すと繊維も回り、撚りがかかります。

出来上がった糸は次々と軸に巻き取っていきま

す。

時 代

鉄製の紡錘車を使い、

志麻に撚りをかける機子。
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ごの紡錘車はいろいろな材質で作られまし

た司土製のもの、石・木・動物の骨製のもの、

土器の破片を再利用したものなどがあります。

軸は木と思われますが、ほとんど残っていませ

ん。時代によっては紡錘車と軸を鉄で作ったも

のもあります。また、大きさや重さも様々で、

糸の太さに合わせて作られたと考えられます。

手のひらに載せると、すっぽりと収まる大き

さのものがほとんどです口その心地よい重さは、

速い昔の手仕事のぬくもりを伝えてくれるよう

です。

遺跡今昔物語� 
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東総用水は、東総台地の農業用水とyk者芥り!確{果のためiE

作らη主kSOち三勺恩水壬毒に伴って、東亭� j可ZL軍部宮ノ前

遺跡、今郡カチ内遺跡、小座ふちき遺跡、青馬前畑遺跡の� 4

遺跡の発掘調査が、昭和56年から57年にかけて行われまし

たO

それまで東圧町では、発掘調査はほとんど行われたことが

なかったため、最初のころ北見学者が毎日のように訪れてい

ました� 発掘調査に初めて携わった地元の補助員さんも「いO

ったい、これからどんな仕事をするのだろうかjと不安げ‘な

様子でした。

しかし、調査が進むにつれて、この辺りは、はるか旧石器

時代の昔から人が住み始めていたことがわかってきました。

また、今郡カチ内遺跡で見つかった縄文時代早期(約� 7000
ひばか り

年前)の土器の中には、「日計式」という東北地方を中心に

作られた土器が含まれており、利根川以南では初めての発見

となりました O この土器は、当センタ-(四街道市)の展示

室で見ることができます。

また、弥生時代や古墳時代をはじめとして、奈良・平安時代の大規模なムラの存在も明ら

かになっています3紹介した遺跡の近くには、国の史跡に指定されている小見川町の阿玉台

貝塚や良文貝塚などがあります。

このように、東総用水の工事に伴う発掘調査によって、東庄町にも古くから人々

の生活があったことがわかりましたo

唱物紹介コーナー

1.高部宮ノ前遺跡
縄文時代から中jltまでの幅広い時代にわたる遺跡。

弥生時代、占墳時代のムラが発見される。� 

3.小座ふちき遺跡
縄文時代から奈良・平安時代にかけての遺跡。

住居跡も発見。� 

CD 

2.今郡力チ内遺跡� 
IR石器時代から人が住んでいたことを確認。

縄文時代早則の 「日計式土器� Jが見つかる。� 

4.青馬前畑遺跡
縄文時代から奈良・平安時代にかけての遺跡。






